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はじめに
　私が大学を卒業したのは1970年で、まさに1960
～1970年代は全共闘の時代で、学園闘争のまった
だ中でありました。患者のための医療を求めるなか
で、医学生はもとより青年医師の全国的規模での結
束をもとに、インターン制度を廃止させました。制
度だけで内容のないインターン制度は当然廃止すべ
きでものありました。しかし、69年東大安田講堂
が開放されてから学園闘争は一瞬にして全国の大学
から消えました。その後、文科省、厚労省から矢継
ぎ早にでる制度を大学は無批判に受け入れることに
なり、批判精神がなく、官僚任せで、インパクトファ
クターに支配される大学が圧倒的多数になりまし
た。学生の教育にあたっては、技術論だけが優先さ
れて、医者である前に人間であれ、といった教育の
基本原則がくずれているのが現状のようです。
　私は卒業して約6か月精神病院に勤務しました。
毎日、病室に入って患者さんと話をしておりました。
窓のスリガラスを見ながら、原子の運動を熱心に説
明してくれていた陳旧の分裂病（統合失調症）の患
者さんが、「先生はお早うとしか言えないのか」と
言われました。というのも、私は病室にいつも「お
早う」と言って入っていったからです。患者と心の
問題をシッカリ語り合えるようになるために、もう
一度初心にかえって人間の脳を勉強してから臨床に
戻ろうと思って、千葉大学の脳解剖を専門にする第
3講座に勤務することになりました。
　「体性の痛みと内臓の痛みの脳内神経伝導路の相
違について」が最初の研究テーマで、痛覚と伝導路
が私のライフワークになります。当時、脳の研究は
泥沼には入って行くようなものだ、また脳には免疫
機構が無いとまで言われていた時代でありました。
　脳・脊髄の初期の研究は、ニューロンの細胞体を
ニッスル染色、軸索は鍍銀染色、樹状突起はゴルジ
染色で呈色した標本を観察しました。さらに、軸索
切断によって生ずる変性細胞（ワーラーの逆行性変
性）、および末梢方向の変性軸索（ワーラーの順行
性変性）の染色標本で神経伝導路を研究しました。
1980年代から分子生物学的研究が急速に発達する
にともなって、軸索を順行性あるいは逆行性に流れ
る酵素、蛍光物質やウイルスがみつかり、また神経
伝達物質、活性遺伝子、レセプター等に対する免疫
染色が発達して、機能と形態が同時に観察すること
ができるようになりました。電気生理学的実験、ヒ
トを含めた画像解析等生体において脳の機能と形態
が研究できるようになりました。しかし、技術が発
達しているにもかかわらず、1900年初期の時代の
所見が飛躍的に発達しているわけではないように思
います。僅かではあるけれども、これまでの我々の
実験結果の概略を以下に述べます（図は3つだけに
し、論文はほとんど省略しました）。
＊本論文は2010年1月15日に行われた最終講i義の要旨である。
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痛覚伝導路（脊髄視床路系）について
　痛覚伝導路は交叉性に脊髄前側索を上行すること
を初めて明らかにしたのはGowersでした（下図参
照）。すなわち、彼は第2、3頚髄の移行部で前側索
に銃創を負った兵隊さんが傷と反対側半身の痛覚が
無くなったという事実を報告をしました。この所見
をもとに、世界中の多くの医師が、難治性癌痛の治
療として、前側索切断術（コルドトミー）が行われ
ました。動物実験：としてもコルドトミーによって脊
髄から上行する線維の解析が詳細に行われるように
なりました。その結果、脊髄および脳幹において、
前腹側脊髄視床路と後外側脊髄視床路の2系統が区
分され、前者は視床髄坂内核に後者は視床後外側腹
側核にそれぞれ投射します。
　すなわち、前腹側脊髄視床路一視床髄坂内核系
（内側系）と後外側脊髄視床路一視床後外側腹側核
系（外側系）という痛覚伝導路が教科書的に定着し
て今日に至っています。しかしながら、脊髄での2
系統がそれぞれ脳幹でどの部位を上行するかは未だ
明確ではなく、しばしば脊髄視床路と脊髄小脳路と
が混同して理解されています。外側系の起始細胞は
脊髄後角1層の大型の細胞であることは、一致した
所見ですが、内側系の起始細胞は必ずしも諸家の意
見が一致していません。
　我々のウサギ、ネコ、ラット、サルの実験の結果
から、内側系は脊髄後角V層にある細胞からの線
維が歩引性優位に網様体腹外側部を上行して、高坂
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図1Section　of　spinal　cord　between　the　second　and　third　cervical
　　nerves，　contused　by　gunshot　injury，　by　Gowers，　W．R．　（On
　　the　Anterolateral　Ascending　Tract　of　the　Spinal　Cord，
　　Lancet　1：　1153－1154，　1886）
内核系に終止します。外側系は内側毛帯の外側部に
位置し上行して弓外側腹側核に終止します。内側系
は上行しながら脳幹網様体に線維を分岐し、さらに
橋の高さで背外方に向かって分岐した線維集団が結
合腕傍点に至る線維が、すなわち脊髄結合腕離核路
です。この伝導路の起始細胞、経路と終止部を明ら
かにしました。
　網様体に至る線維の一部は網様体を突き抜けて脳
室周囲灰白質に終止します（脊髄脳室周囲灰白質線
維系）。また、脊髄脳室周囲灰白質線維系は痛覚情
報を自律系に伝達して、痛みに対する自律機能反射
に関与し、脊髄結合腕傍核路は結合腕傍核と扁桃体
と相互持つことから、痛み刺激に対する情動反応に
関与すると考えます。さらに、ラット、サルでは、
脊髄からの上行性線維は視床下部外側核、視索前野、
淡蒼球内節、扁桃体に直接終止します。なお、脊髄
から情報を受ける網様体領域は脊髄に下行性線維を
投射します。痛みを体験するために大脳皮質が必要
であるが、脳外科的には大脳皮質に痛みの中枢はあ
りません。したがって、詳細は省略しますが、痛み
は感覚ではなくて、記憶・学習を元に複合的知覚情
報を痛いと解釈するものでるという仮説をたててい
ます。勿論、痛みには側方性や局在性はないと考え
ています。以上のことを要約したものが図2です。
脊髄小脳路系（脊髄橋核路系）について
　脊髄小脳路系も背側脊髄小脳路と腹側脊髄小脳路
の2系統に区分されてます。背側脊髄小脳路の起始
細胞は下部胸髄から上部腰髄にかけて存在するク
ラーク柱であり、そこから出た線維は一側性に側索
背外側部に至り上行して、下小脳脚を作って室頂核
と小脳虫部に終止します。腹側脊髄小脳路は、腰髄・
仙髄にある細胞から出た線維が中心管腹側を通過し
て対側に至り、やがて背側脊髄小脳路の腹側に位置
します。腹側脊髄小脳路は延髄の腹外側部を上行し、
橋前方高で橋の外側を一方から細雨へ移動して上小
脳脚を通って室頂核と小脳虫部に終止します。上記
の所見が一般的に認められているのですが、しかし
起始細胞から出る線維の脊髄内の位置および通過す
る小脳脚との関係については明確でありませんでし
た。我々のラットを用いた実験では、脊髄小脳路は
脊髄および延髄で背側、腹側の2系統に分かれるこ
とはなく、下小脳脚を通るか上小脳脚を通かで区分
すべきであることを明らかにしました。
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図2　脊髄上行線維群の概要
　　　HCL：小脳半球　　LFR：前頭葉　　LOC：後頭葉
　　　LPA：頭頂葉　　LTE：側頭葉　MOR　延髄
LPA：頭頂葉
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図3　後方から見た脳
LTE
　なお、脊髄小脳路系を検索する過程で、脊髄橋核
路の起始細胞、外側網様体核小脳路の起始細胞を明
らかにしました。
眼球運動と脳幹および小脳について
　サッケード（点と点を直線的に追跡する眼球運
動：急速眼球運動）を司るサルの小脳VII小葉から
の室頂核への投射領域と、脳幹からの求心線維の起
始細胞を明らかにした。さらに、滑動性追跡眼球運
動（動くものを連続的に追跡する眼球運動）に関し
まして小脳片葉と脳幹との関係、視性運動性眼振の
中枢とされる視索外側核からの投射領域についても
明らかにしました。
C－Fos発現細胞について
　発ガン遺伝子を活性化するC－Fos遺伝子は痛み刺
激に応答して活性化し、C－Fos蛋白を産生します。
坐骨神経の侵害刺激や切断によってC－Fos蛋白を産
生する細胞の数は脳・脊髄の広範囲で周期的に増減
することが分かりました。このことは慢性の痛み発
現をコントロールしている可能性を示しました。
人脳の左右差について
　クロマニオン人が約1万5千年前に生存していた
といわれるラスコー（フランス）の洞窟、およびそ
こと地球の反対側にあるパタゴニア（アルゼンチン
とチリ）の洞窟の壁に左の手形が圧倒的に多く描か
れています。これはクロマニオン人の多くが右きき
であったことを証明しています。現代人の直接の先
祖からすでに右手利きの文明を構築していたことに
なります。また、胎児も優位に右手を動かすことが
知られています。左半球が優位になる証拠は何かが
問題になります。学生と人脳を勉強していて次のよ
うなことが分かりました。半球の前後の長さは左側
が長く、内外の幅は右側が長く、正中断面の面積は
左側が広かった。すなわち、左半球が右半球を包む
ようになっていることは、大脳半球左半側が発生学
的に右側よりも早期に発達したことを証明している
と考えます。このことが人類の右手利き文明を支え
るものと我々は考えている。
　人証はもちろん献体された方から提供されまし
た。献体された方々に感謝するとともに、ご恩に報
いるために「人品解剖学自習書一立体的理解を求め
て一」という本を完成させるところです。
　なお、4月から東京国際大学の教授として赴任し
ました。また、組織・神経解剖学講座に着任されま
した石二丁主任教授のご理解のもとこれまでの実験
の継続を許可して頂き、さらに飯森眞喜雄主任教授
の下で精神医学のご教授を受けているところです。
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